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公民館だより・一…………一9一・…一12

県内公立高校のトップをきって行われた

安高松之山分校の卒業式



l
O
o
o
ト
ー

2

　
全
町
的
に
カ
ゼ
が
猛
威
を
ふ
る
っ

て
い
た
二
月
二
十
三
日
、
松
之
山
小

学
校
区
と
東
川
小
学
校
区
の
雪
上
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
区
と
浦
田
小
学
校
区

は
、
児
童
の
半
数
以
上
が
カ
ゼ
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
中
旬
か
ら
カ
ゼ
が
大
流
行
し
、

松
之
山
中
学
校
で
は
全
校
生
徒
の
七

割
近
く
が
感
染
し
ま
し
た
。

　
二
月
十
八
日
に
は
全
校
閉
鎖
、
前

後
三
日
間
は
学
級
閉
鎖
や
半
日
学
校

閉
鎖
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
小
学
校
も
似
た
よ
う
な
状
況
で

し
た
が
、
比
較
的
感
染
者
が
少
な
か

っ
た
松
之
山
と
東
川
小
学
校
区
の
み

が
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
お

昼
頃
か
ら
は
太
陽
が
姿
を
あ
ら
わ
し

ま
し
た
。

　
松
之
山
地
区
の
大
会
は
午
前
中
が

ア
ル
ペ
ン
種
目
、
午
後
は
距
離
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
紅
白
対
抗
の
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
種
目
も
多
く
、
最
後
の
対
抗

リ
レ
ー
ま
で
二
転
三
転
す
る
ほ
ど
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
五
・
六
年
生
全
員
に
よ
る
「
宝
物

を
探
せ
！
」
は
、
雪
中
に
隠
さ
れ
た

宝
物
を
手
で
掘
り
出
す
競
技
で
す
が
、

雪
が
硬
く
し
ま
っ
て
い
て
な
か
な
か

掘
り
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
最
後
の
組
は
役
員
の
方
た
ち
に
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
や
っ
と
宝
物
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
P
T
A
や
一
般
に
よ
る
「
パ
ン
食

い
競
争
」
は
、
袋
入
り
の
パ
ン
を
と

め
て
い
る
洗
濯
バ
サ
ミ
ま
で
く
わ
え

て
ゴ
ー
ル
す
る
人
が
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
の
高
さ
を
雪
面
す
れ
す
れ
に

し
て
み
た
り
、
パ
ン
の
つ
い
て
い
る

棒
を
揺
ら
し
て
食
べ
に
く
く
し
た
り

と
、
役
員
は
い
ろ
い
ろ
と
い
じ
わ
る

を
し
ま
し
た
。

　
趣
向
を
こ
ら
し
た
種
目
に
は
声
援

と
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
地
区
民
総
出

の
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

＆

冨
壷
－
－
妬

雪が硬くしまってなかなか宝物を探し出せませんでした

‘
嘉

鳳
壷蟻

ゴール直前まで横一線だった．むかでレース

費

パン食い競争大きな口を開けてパクッ！

　
雪
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
元
祖

と
も
い
え
る
越
後
松
之
山
豪
雪
塾
が
、

二
月
八
日
・
九
日
と
浦
田
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
東
方
面
を
中
心
に
一
〇
三
名
の

方
が
参
加
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
雪

国
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
八
日
の
夕
方
浦
田
地
区
に
着
い
た

塾
生
の
皆
さ
ん
は
、
浦
田
小
学
校
横

の
雪
原
に
作
ら
れ
た
塞
の
神
の
ま
わ

り
に
集
合
し
、
年
男
年
女
の
方
た
ち

が
火
を
付
け
ま
し
た
。

　
塞
の
神
の
火
が
燃
え
つ
き
る
と
、

恒
例
と
な
っ
た
重
箱
パ
ー
テ
ィ
ー
が

小
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
民
泊
先
の
方
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た

自
慢
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
、

地
区
の
方
た
ち
が
作
っ
た
ア
ン
ボ
・

の
っ
ぺ
・
お
ぽ
ろ
・
ヤ
キ
ソ
バ
な
ど

を
腹
一
杯
食
べ
た
塾
生
も
い
ま
し
た
。

　
に
ぎ
や
か
な
重
箱
パ
ー
テ
ィ
ー
が

終
る
と
三
十
一
軒
の
民
泊
先
に
別
れ
、

暖
か
い
も
て
な
し
を
受
け
な
が
ら
一

夜
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

　
九
日
は
野
兎
狩
り
コ
ー
ス
と
雪
掘

り
コ
ー
ス
に
別
れ
、
野
兎
狩
り
は
藤

原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
か
ん
じ
き
を
初
め
て
つ
け
た
人
が

多
く
、
雪
面
に
足
を
と
ら
れ
て
何
度

も
転
ぶ
人
が
い
ま
し
た
。

　
横
一
列
に
並
ん
だ
塾
生
た
ち
は
、

山
の
頂
上
付
近
に
い
る
ハ
ン
タ
ー
方

向
へ
兎
を
追
い
出
し
五
羽
の
兎
を
捕

ま
え
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
モ
チ
が
用
意
さ
れ
、
塾

生
総
参
加
の
モ
チ
つ
き
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
重
い
杵
を
持
ち
上
げ

る
の
が
や
っ
と
で
、
お
父
さ
ん
か
ら

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
野
兎
狩
り
で
捕
ま
え
た
兎

の
肉
が
入
っ
て
い
る
兎
汁
も
出
さ
れ
、

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
珍
味
に
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　
青
空
が
出
始
め
た
正
午
過
ぎ
、
お

世
話
に
な
っ
た
民
泊
先
の
方
た
ち
と

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
塾
生
の
皆

さ
ん
は
思
い
出
多
い
浦
田
地
区
を
出

発
し
ま
し
た
。

毎回好評の重箱パーティー

、
蕊

スルメやモチを焼いて無病息災を祈りました

し

撫

穐ちは喩ソ1ノ遊ぴ
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蕊

スルメやモチを焼いて無病息災を祈りました

し

撫

穐ちは喩ソ1ノ遊ぴ
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第9回　　　　　　　　　、　　ノ・
松之山温泉スキー場スキーカーニバル
　　　　　　カザマカップアルペン大会

　
お
も
し
ろ
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
の

第
九
回
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、
三

月
二
十
二
日
（
日
）
松
之
山
温
泉
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
大
好
評
の
甘
酒
・
ラ
ビ
ッ
ト

ス
ー
プ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
味
の
名

店
街
が
十
時
か
ら
始
ま
り
、
地
元
の

皆
さ
ん
が
作
っ
た
お
い
し
い
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
の
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
M
M
M
バ
ン
ド
の
演
奏

が
二
回
行
わ
れ
る
ほ
か
、
午
後
一
時

よ
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
出
場
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
午
前
十
一
時
よ
り
各
種
ゲ
ー
ム
・

大
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
参
加
す
る
「
雪
中
宝

さ
が
し
ゲ
ー
ム
」
に
は
、
ど
ん
な
宝

が
隠
さ
れ
て
い
る
か
今
か
ら
楽
し
み

で
す
ね
。

　
次
は
大
人
た
ち
が
目
の
色
を
変
え

る
「
酒
早
飲
み
リ
レ
ー
」
で
、
男
女

を
問
わ
ず
五
人
一
組
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
最
後
を
飾

◎甘酒・ラビットスープのサービス・9……・…10＝00～

◎味の名店街（アンボ・焼き鳥・焼きソバ・手打ちソバ・

　おでん等）9……・…………・…一……10：00～
◎バンド演奏………・………・・…1回目　10：30～11：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　2回目　12：30～13：00

◎カラオケ大会……・………・…・一・…・・13：00～13：30

◎ちびっこコーナー…・…………・…・一…10：30～15二〇〇

◎雪中宝さがしゲーム・……………・…・…11：00～11：20

◎酒早飲みリレー………………・・……一11二20～12：00

◎モチつき大会…・……………・・………12：00～12：30

◎ジャンケン大会・………・………・・……13：30～14：00

◎雪上つなひき大会・…・………………　…14：00～15：00

◎カザマカップアルペン大会・……………一10：00～

　　　　　　　ジャイアントスラローム（2本制）

　　　　　　　　小学生から成年まで7組

信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会

第
三
十
九
回
信
越
学
童
親
善
ス
キ

松
里
小
大
健
闘
！

1
大
会
が
妙
高
高
原
町
で
開
催
さ
れ
、

松
里
小
学
校
が
一
部
（
十
校
）
、
松

之
山
．
浦
田
小
学
校
が
二
部
（
十
五

校
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
は
昨
年
の
大
会
で
二

部
総
合
優
勝
し
、
今
年
か
ら
強
豪
ひ

し
め
く
一
部
校
に
昇
格
し
ま
し
た
。
・

　
児
童
た
ち
は
ア
ル
ペ
ン
部
門
で
大

活
躍
し
、
昇
格
一
年
目
で
早
く
も
総

合
三
位
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
二
部
の
浦
田
小
学
校
は
距

離
部
門
だ
け
の
参
加
で
し
た
が
、
男

子
五
㎞
で
竹
内
寛
揮
君
（
六
年
）
が

一
位
、
女
子
三
㎞
で
佐
藤
友
紀
さ
ん

（
五
年
）
が
二
位
と
活
躍
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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六
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る
「
雪
上
つ
な
ひ
き
大
会
」
は
、
男

性
は
五
人
一
組
、
女
性
は
八
人
一
組

で
先
着
二
十
組
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

・
酒
早
飲
み
リ
レ
ー
及
び
雪
h
つ
な

ひ
き
大
会
の
参
加
申
し
込
み
は
、
役

場
の
振
興
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
と
併
行
し
て

カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
種
目
は
ジ
ャ
イ
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ン
ト
ス
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ム
（
二
本
制
）
で
、
小
学
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ら
成
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ま
で
七
組
に
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学校男子リレーのスタート直後

　　（今年の松之山スキー競技大会より

■
■
の

認

免状の写真書換えをお急ぎください

」

　消防法令の改正により、免状に貼ってある写真が、10年に1

回新しい写真に貼り替えしなければなりません。

　10年以上たった免状をお持ちの方は、下記の期限までに書換

えてください。

　なお、免状を紛失された方も、この際再交付申請して免状を

　取得してください。

　書換え申請書等は松之山分遣所にあります。

》写真書換え期限

①昭和57年3月31日以前の交付免状を持っている方は、平成4

　年3月31日までに書換えてください。

②昭和57年4月1日以後の交付免状を持っている方は、交付日

　を基準として10年を経過しない日までに書換えてください。

〉問い合わせ先

　東頸消防署松之山分遣所（奮6－2330）

翻q
転

嚇

｝
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開

催
さ
れ
ま
す
。

　
種
目
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
（
二
本
制
）
で
、
小
学
生
か
ら
成

年
ま
で
七
組
に
別
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
料
は
一
人
一
、
O
O
O
円
で
、

先
着
二
〇
〇
名
ま
で
受
付
け
ま
す
。

▼
申
込
み
先

松
之
山
ス
キ
ー
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
台
六
⊥
二
〇
〇

謡　
、
覆
周

馨

十
五
位
　
渡
辺
　
寛

1惨1　　　∠
●　山　　。
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▼
二
部
女
子
大
回
転

四
位
　
小
山
鮎
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（
松
之
山
小
六
年
）
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十
二
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草
村
真
利
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之
山
小
六
年
）
1
・
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・
7
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▼
二
部
男
子
距
離
五
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一
位
　
竹
内
寛
揮
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浦
田
小
六
年
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十
五
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山
広
海
（
松
之
山
小
六
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いろいろな出店でにぎわう味の名店街

齢

▼
二
部
女
子
距
離
三
㎞

二
位
　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
小
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
0
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6

　
　
　
　
　
　
　
　
1
。
1
・
8

▼
二
部
男
子
リ
レ
ー

八
位
　
浦
田
小
学
校
　
4
9

十
一
位
　
松
之
山
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
5
3

▼
二
部
女
子
リ
レ
ー

九
位
　
浦
田
小
学
校
　
4
3

十
位

▼
二
部
総
合
成
績

七
位
　
浦
田
小
学
校

十
一
位
松
之
山
小
学
校
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・
6
3

・
2
0
・
8
2
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松
之
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小
学
校
4
4
・
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学校男子リレーのスタート直後

　　（今年の松之山スキー競技大会より

■
■
の

認

免状の写真書換えをお急ぎください

」

　消防法令の改正により、免状に貼ってある写真が、10年に1

回新しい写真に貼り替えしなければなりません。

　10年以上たった免状をお持ちの方は、下記の期限までに書換

えてください。

　なお、免状を紛失された方も、この際再交付申請して免状を

　取得してください。

　書換え申請書等は松之山分遣所にあります。

》写真書換え期限

①昭和57年3月31日以前の交付免状を持っている方は、平成4

　年3月31日までに書換えてください。

②昭和57年4月1日以後の交付免状を持っている方は、交付日

　を基準として10年を経過しない日までに書換えてください。

〉問い合わせ先

　東頸消防署松之山分遣所（奮6－2330）

翻q
転

嚇

｝
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ー
等
』
ー

国
民
年
金
保
険
料
が
四
月
か
ら

　
　
　
九
、
七
〇
〇
円
に
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
四

月
分
か
ら
九
、
七
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
支
払
う
た
め
の
費
用

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
料
と
国
の
負
担
と
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
進
行
す
る
高
齢
化
社
会

に
あ
っ
て
、
長
期
的
に
安
定
し
た
年

金
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

年
金
額
と
そ
の
財
源
で
あ
る
保
険
料

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
年
金
額
の
引
き
上
げ

や
受
給
者
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
保
険
料
を
毎
年
少
し
ず
つ

引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

，
そ
れ
と
同
時
に
、
物
価
の
上
昇
が

あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
保
険
料
額
も
改

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
四
年
度

の
保
険
料
は
一
か
月
九
、
七
〇
〇
円

と
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
今
ま
で

と
同
様
に
一
か
月
四
〇
〇
円
で
す
。

　
国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ハノ〃

　
昨
年
の
冬
か
ら
始
ま
っ
た
「
い
こ

い
の
場
」
づ
く
り
が
好
評
で
、
今
年

は
町
内
六
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
い
こ
い
の
場
」
づ
く
り
は

参
加
者
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
る
の

で
、
会
場
に
よ
っ
て
活
動
内
容
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　
共
通
し
て
い
る
の
は
、
冬
場
家
に

と
じ
こ
も
り
が
ち
な
皆
さ
ん
に
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
モ
ミ
細
工
や
ぺ
ー
パ

ー
フ
ラ
ワ
ー
と
い
っ
た
創
作
活
動
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ム
や
軽

い
体
操
で
楽
し
み
を
覚
え
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。

　
松
里
地
区
で
は
、
湯
本
の
村
山
健

さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
松
之
山
の
野

鳥
を
ス
ラ
イ
ド
で
映
写
し
な
が
ら
く

藤倉では社交ダンスが行われ、軽やかな

ステップを踏みました

わ
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
は
全
国
有
数
の
野
鳥
の

宝
庫
で
す
が
、
参
加
者
の
な
か
に
は

初
め
て
見
る
野
鳥
の
多
さ
に
驚
い
て

い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
藤
倉
で
は
社
交
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、

集
会
所
の
二
階
は
舞
踏
会
の
会
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
練
習
の
と
き
は
遠
慮
が
ち
に
部
屋

隅
に
い
ま
し
た
が
、
ブ
ル
ー
ス
や
ル

ン
バ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
と
軽

や
か
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
会
場
が

狭
く
感
じ
る
ほ
ど
見
事
な
ダ
ン
ス
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
楽
し
い
「
い
こ
い
の
場
」

づ
く
り
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
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国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
き
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の

保
険
料
を
前
払
い
で
き
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　
単
作
農
家
の
方
の
よ
う
に
年
一
回

し
か
ま
と
ま
っ
た
現
金
収
入
が
な
い

方
や
、
毎
月
保
険
料
を
納
め
る
の
が

面
倒
な
方
は
、
こ
の
前
納
制
度
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
場
合
の
納
め
る
保
険

料
は
、
複
利
現
価
法
で
年
利
五
分
五

厘
の
割
引
き
に
な
り
ま
す
の
で
大
変

お
得
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
平
成
四
年
度
の
一
年

間
の
保
険
料
（
一
一
六
、
四
〇
〇
円
）

を
前
納
す
る
と
、
二
、
八
一
〇
円
が
割

引
き
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
お
得
な
前
納
制
度
を

ご
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月

末
日
ま
で
に
役
場
の
国
民
年
金
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
ま
で
前
納
さ
れ
て
い

た
方
に
は
、
後
で
確
認
の
連
絡
を
い

た
し
ま
す
。
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住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
春
先
は
、
引
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
卒
業
や
転
勤

な
ど
で
引
越
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
引
越
し
を
す
る
と
、
住
民
届
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
　
「
国
民
年
金
の
届

け
出
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

いこいの場づくり
犬ゾリに挑戦好評開催中！

小嶋一男氏講演会

◎
国
民
年
金
の
加
入
者
は
…
：
・

　
変
更
先
の
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
係
で
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し

ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

納
付
書
が
届
か
な
い
た
め
に
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
未
納

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
年
金
受
給
者
は
…
：

　
二
月
十
日
午
後
七
時
三
卜
分
よ
り

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
、
犬
ゾ
リ

レ
ー
サ
ー
で
冒
険
家
の
小
嶋
一
男
さ

ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
嶋
さ
ん
は
昭
和
十
八
年
東
京
で

生
ま
れ
、
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
卒

業
後
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル

ゲ
ン
島
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
か
ら
極
北
の
地
に
興
味

を
持
ち
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
を
犬
ゾ
リ
で
横
断
し
ま

し
た
。

　
昭
和
六
十
年
・
六
十
二
年
・
平
成

三
年
の
三
回
、
ア
ラ
ス
カ
の
ア
ン
カ

レ
ジ
か
ら
ノ
ー
ム
ま
で
約
一
、
八
O

O
㎞
を
犬
ゾ
リ
で
走
破
す
る
「
ア
イ

デ
ィ
タ
ロ
ッ
ト
国
際
犬
ゾ
ワ
レ
ー
ス
」

に
出
場
し
、
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
レ
ー
ス
の
様
子
や
ア
ラ

ス
カ
の
大
自
然
を
写
し
た
パ
ネ
ル
が

　
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
、
そ
れ
に

伴
っ
て
年
金
を
受
け
と
る
金
融
機
関

等
を
変
え
る
と
き
は
、
市
町
村
役
場

の
国
民
年
金
係
に
「
年
金
受
給
者
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
し

ま
す
。

　
届
出
を
し
な
い
で
い
ま
す
と
、
以

前
の
支
払
金
融
機
関
に
年
金
が
振
り

込
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
興
味

深
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
い
る
と

自
分
達
も
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
氷
点
下
二
十
度
の
世
界
を
三
週
問

も
か
け
て
走
破
す
る
気
力
と
体
力
、

そ
れ
以
上
に
犬
と
一
体
に
な
ら
な
け

れ
ば
完
走
で
き
な
い
過
酷
な
犬
ゾ
リ

レ
ー
ス
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
天
候
が
悪
く
な
る
と
一
日
十
㎞
も

進
め
な
い
こ
と
、
犬
は
人
間
の
表
情

を
見
て
走
る
の
で
絶
対
に
弱
気
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
レ
ー
ス
を

支
え
て
い
る
人
た
ち
の
温
か
さ
な
ど

実
例
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
嶋
さ
ん
は
最
後
に
、
信
じ
る
こ

と
の
大
切
さ
、
勇
気
と
冒
険
心
・
人

に
感
謝
す
る
心
を
い
つ
ま
で
も
持
っ

て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

犬ゾりレースの様子を熱っぽく

語った小嶋一男氏
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国
民
年
金
保
険
料
が
四
月
か
ら

　
　
　
九
、
七
〇
〇
円
に
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
四

月
分
か
ら
九
、
七
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
支
払
う
た
め
の
費
用

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
料
と
国
の
負
担
と
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
進
行
す
る
高
齢
化
社
会

に
あ
っ
て
、
長
期
的
に
安
定
し
た
年

金
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

年
金
額
と
そ
の
財
源
で
あ
る
保
険
料

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
年
金
額
の
引
き
上
げ

や
受
給
者
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
保
険
料
を
毎
年
少
し
ず
つ

引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

，
そ
れ
と
同
時
に
、
物
価
の
上
昇
が

あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
保
険
料
額
も
改

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
四
年
度

の
保
険
料
は
一
か
月
九
、
七
〇
〇
円

と
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
今
ま
で

と
同
様
に
一
か
月
四
〇
〇
円
で
す
。

　
国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ハノ〃

　
昨
年
の
冬
か
ら
始
ま
っ
た
「
い
こ

い
の
場
」
づ
く
り
が
好
評
で
、
今
年

は
町
内
六
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
い
こ
い
の
場
」
づ
く
り
は

参
加
者
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
る
の

で
、
会
場
に
よ
っ
て
活
動
内
容
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　
共
通
し
て
い
る
の
は
、
冬
場
家
に

と
じ
こ
も
り
が
ち
な
皆
さ
ん
に
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
モ
ミ
細
工
や
ぺ
ー
パ

ー
フ
ラ
ワ
ー
と
い
っ
た
創
作
活
動
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ム
や
軽

い
体
操
で
楽
し
み
を
覚
え
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。

　
松
里
地
区
で
は
、
湯
本
の
村
山
健

さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
松
之
山
の
野

鳥
を
ス
ラ
イ
ド
で
映
写
し
な
が
ら
く

藤倉では社交ダンスが行われ、軽やかな

ステップを踏みました

わ
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
は
全
国
有
数
の
野
鳥
の

宝
庫
で
す
が
、
参
加
者
の
な
か
に
は

初
め
て
見
る
野
鳥
の
多
さ
に
驚
い
て

い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
藤
倉
で
は
社
交
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、

集
会
所
の
二
階
は
舞
踏
会
の
会
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
練
習
の
と
き
は
遠
慮
が
ち
に
部
屋

隅
に
い
ま
し
た
が
、
ブ
ル
ー
ス
や
ル

ン
バ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
と
軽

や
か
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
会
場
が

狭
く
感
じ
る
ほ
ど
見
事
な
ダ
ン
ス
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
楽
し
い
「
い
こ
い
の
場
」

づ
く
り
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
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国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
き
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の

保
険
料
を
前
払
い
で
き
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　
単
作
農
家
の
方
の
よ
う
に
年
一
回

し
か
ま
と
ま
っ
た
現
金
収
入
が
な
い

方
や
、
毎
月
保
険
料
を
納
め
る
の
が

面
倒
な
方
は
、
こ
の
前
納
制
度
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
場
合
の
納
め
る
保
険

料
は
、
複
利
現
価
法
で
年
利
五
分
五

厘
の
割
引
き
に
な
り
ま
す
の
で
大
変

お
得
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
平
成
四
年
度
の
一
年

間
の
保
険
料
（
一
一
六
、
四
〇
〇
円
）

を
前
納
す
る
と
、
二
、
八
一
〇
円
が
割

引
き
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
お
得
な
前
納
制
度
を

ご
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月

末
日
ま
で
に
役
場
の
国
民
年
金
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
ま
で
前
納
さ
れ
て
い

た
方
に
は
、
後
で
確
認
の
連
絡
を
い

た
し
ま
す
。
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住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
春
先
は
、
引
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
卒
業
や
転
勤

な
ど
で
引
越
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
引
越
し
を
す
る
と
、
住
民
届
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
　
「
国
民
年
金
の
届

け
出
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

いこいの場づくり
犬ゾリに挑戦好評開催中！

小嶋一男氏講演会

◎
国
民
年
金
の
加
入
者
は
…
：
・

　
変
更
先
の
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
係
で
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し

ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

納
付
書
が
届
か
な
い
た
め
に
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
未
納

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
年
金
受
給
者
は
…
：

　
二
月
十
日
午
後
七
時
三
卜
分
よ
り

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
、
犬
ゾ
リ

レ
ー
サ
ー
で
冒
険
家
の
小
嶋
一
男
さ

ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
嶋
さ
ん
は
昭
和
十
八
年
東
京
で

生
ま
れ
、
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
卒

業
後
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル

ゲ
ン
島
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
か
ら
極
北
の
地
に
興
味

を
持
ち
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
を
犬
ゾ
リ
で
横
断
し
ま

し
た
。

　
昭
和
六
十
年
・
六
十
二
年
・
平
成

三
年
の
三
回
、
ア
ラ
ス
カ
の
ア
ン
カ

レ
ジ
か
ら
ノ
ー
ム
ま
で
約
一
、
八
O

O
㎞
を
犬
ゾ
リ
で
走
破
す
る
「
ア
イ

デ
ィ
タ
ロ
ッ
ト
国
際
犬
ゾ
ワ
レ
ー
ス
」

に
出
場
し
、
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
レ
ー
ス
の
様
子
や
ア
ラ

ス
カ
の
大
自
然
を
写
し
た
パ
ネ
ル
が

　
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
、
そ
れ
に

伴
っ
て
年
金
を
受
け
と
る
金
融
機
関

等
を
変
え
る
と
き
は
、
市
町
村
役
場

の
国
民
年
金
係
に
「
年
金
受
給
者
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
し

ま
す
。

　
届
出
を
し
な
い
で
い
ま
す
と
、
以

前
の
支
払
金
融
機
関
に
年
金
が
振
り

込
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
興
味

深
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
い
る
と

自
分
達
も
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
氷
点
下
二
十
度
の
世
界
を
三
週
問

も
か
け
て
走
破
す
る
気
力
と
体
力
、

そ
れ
以
上
に
犬
と
一
体
に
な
ら
な
け

れ
ば
完
走
で
き
な
い
過
酷
な
犬
ゾ
リ

レ
ー
ス
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
天
候
が
悪
く
な
る
と
一
日
十
㎞
も

進
め
な
い
こ
と
、
犬
は
人
間
の
表
情

を
見
て
走
る
の
で
絶
対
に
弱
気
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
レ
ー
ス
を

支
え
て
い
る
人
た
ち
の
温
か
さ
な
ど

実
例
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
嶋
さ
ん
は
最
後
に
、
信
じ
る
こ

と
の
大
切
さ
、
勇
気
と
冒
険
心
・
人

に
感
謝
す
る
心
を
い
つ
ま
で
も
持
っ

て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

犬ゾりレースの様子を熱っぽく

語った小嶋一男氏
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安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

　
県
内
の
公
立
高
校
の
ト
ッ
プ
を
き

っ
て
、
安
高
松
之
山
分
校
の
第
四
十

一
回
卒
業
式
が
二
月
二
十
七
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
卒
業
生
は
男
子
二
十
名
、

女
子
八
名
の
合
計
二
十
八
名
で
、
十

名
が
進
学
、
十
八
名
が
就
職
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
に
残
る
生
徒
は
五
名

と
近
年
に
な
く
多
く
、
昨
年
実
施
し

た
町
内
の
職
場
紹
介
説
明
会
の
成
果

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
卒
業
式
は
午
前
十
時
よ
り
始
ま
り
、

藤
原
廉
校
長
か
ら
生
徒
］
人
ひ
と
り

、
蕊
，

導
弄

嚇
　　11

昨年完成した消火栓を利用して

水をあげる本部分団の皆さん

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
原
校
長
は
「
激
動
す
る
社
会
の

波
に
流
さ
れ
ず
、
社
会
人
と
し
て
自

覚
を
持
ち
、
学
ぶ
心
と
故
郷
を
愛
す

る
心
を
一
生
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
四

と
式
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し

て
田
辺
辰
男
君
が
「
松
之
山
で
学
ん

だ
こ
と
を
大
切
に
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
間
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す
四
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
が
終
る
と
在
校
生
や
教
職
員

は
校
舎
の
前
に
並
び
、
思
い
出
多
い

卒
業
生
と
の
別
れ
を
い
つ
ま
で
も
惜

し
ん
で
い
ま
し
た
。

2
上
蝦
池
で
雪
中
消
防
訓
練

　
松
之
山
分
遣
所
及
び
本
部
分
団
で

は
、
冬
期
間
に
発
生
し
た
火
災
に
対

処
す
る
た
め
、
上
蝦
池
で
雪
中
消
防

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
二
月
十
四
日
午
前
九
時
三

十
分
、
上
蝦
池
の
十
二
神
社
か
ら
火

災
が
発
生
し
、
消
火
作
業
を
手
伝
っ

て
い
た
一
人
が
顔
面
ヤ
ケ
ド
で
意
識

不
明
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
蝦
池
は
今
ま
で
水
利
に
恵
ま
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
咋
年
の
十
二
月

に
簡
易
水
道
が
完
成
し
、
集
落
内
に

消
火
栓
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
分
遣
所
が
防

火
水
槽
か
ら
、
本
部
分
団
が
消
火
栓

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
放
水
し
ま
し
た
。

　
救
急
隊
の
皆
さ
ん
も
機
敏
な
動
き

で
負
傷
者
を
救
出
し
、
本
番
さ
な
が

ら
の
訓
練
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
雪
中
訓
練
に
続
い
て
消
火
栓
の
使

用
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
集
落

藤原校長より卒業生一人ひとりに卒業証書が

手渡されました

の
方
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
冬
期
間
は
家
の
近
く
ま
で
消
防
車

が
入
れ
な
か
っ
た
り
、
水
利
の
確
保

が
難
し
い
な
ど
悪
い
条
件
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。

　
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
消
火

器
や
消
火
栓
の
使
い
方
を
覚
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

8

3
侍
望
の
湯
山
ト
ン
ネ
ル
完
成

　
主
要
地
方
道
上
越
安
塚
松
之
山
線

の
湯
山
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
二
月

八
日
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
湯
山
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
一
〇
六
m
、

幅
九
．
三
m
、
湯
山
側
入
口
に
は
町

の
花
「
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
」
と
鳥
、
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
が
彫
刻
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
湯
本
側
の
ス
ノ
ー
シ
ェ
ド
も
平
成

四
年
度
中
に
完
成
し
、
松
之
山
温
泉

へ
の
交
通
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

4
松
中
生
農
協
書
道
大
会
で
大
活
躍

繋
．
洗
「

　　　　　　　　萎

　　　　　　　愛

．購5

全国コンクールの表彰を受ける佐藤龍治君

確
定
申
告
は
じ
ま
る

　
平
成
三
年
中
の
所
得
を
確
定
す
る

た
め
の
申
告
が
、
二
月
十
七
日
よ
り

役
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
事
前
に
通
知
を
受
け
た
皆
さ
ん
が

申
告
用
紙
や
添
付
書
類
を
持
参
し
、

税
務
係
に
い
ろ
い
ろ
相
談
し
な
が
ら

『
つ
一
つ
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
三
年
度
農
協
共
済
小
・
中
学

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
松
之
山
中

学
校
の
生
徒
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
三
年
生
の
佐
藤
龍
治
君
は
、
県
コ

ン
ク
ー
ル
の
半
紙
の
部
で
県
教
育
長

賞
、
条
幅
の
部
で
金
賞
と
な
り
、
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
半
紙
の
部
で
佳

作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
｝
年
生
の
佐
藤
由
香
さ
ん
、
小
野

塚
千
裕
さ
ん
、
大
野
宏
仁
君
、
二
年

生
の
小
野
塚
ゆ
き
み
さ
ん
、
三
年
生

の
高
橋
裕
美
さ
ん
も
県
コ
ン
ク
ー
ル

の
半
紙
の
部
で
佳
作
と
な
り
ま
し
た
。

　
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
相

談
と
受
理
は
、
二
月
二
十
八
日
か
ら

三
月
十
二
日
ま
で
各
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

v　　，

努

グ

湯山側入口、右側にアカショウビン、左側にシラネア

オイが彫刻されている，

響嶺壌爆』茜
耀

蟄

役場で行われた確定申告

　　　3月は各地区で行われます
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安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

　
県
内
の
公
立
高
校
の
ト
ッ
プ
を
き

っ
て
、
安
高
松
之
山
分
校
の
第
四
十

一
回
卒
業
式
が
二
月
二
十
七
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
卒
業
生
は
男
子
二
十
名
、

女
子
八
名
の
合
計
二
十
八
名
で
、
十

名
が
進
学
、
十
八
名
が
就
職
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
に
残
る
生
徒
は
五
名

と
近
年
に
な
く
多
く
、
昨
年
実
施
し

た
町
内
の
職
場
紹
介
説
明
会
の
成
果

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
卒
業
式
は
午
前
十
時
よ
り
始
ま
り
、

藤
原
廉
校
長
か
ら
生
徒
］
人
ひ
と
り

、
蕊
，
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
西
部
、
渋
海
川
下
流
左
岸
に

位
置
す
る
。

　
江
戸
時
代
は
西
浦
田
村
と
称
し
て

い
た
が
、
北
浦
田
村
と
の
境
が
は
っ

き
り
せ
ず
、
西
之
前
の
諏
訪
神
社
は

な
ぜ
か
北
浦
田
集
落
内
に
鎮
座
し
て

い
る
。

　
字
西
之
前
・
寺
庭
に
は
、
当
町
で

は
珍
し
い
縄
文
後
期
・
晩
期
、
平
安

か
ら
室
町
時
代
の
遺
跡
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
代
よ
り
村
が

成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
集
落
南
部
の
町
道
脇
の
高
台
に
神

明
社
（
石
祠
）
が
あ
り
、
そ
の
石
祠

の
軸
部
に
は
元
禄
四
（
｝
六
九
一
）

年
八
月
十
八
日
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
二
年
よ
り
五
十
六
年
ま

で
、
西
之
前
地
区
圃
場
整
備
事
業
が

行
わ
れ
、
町
内
で
も
一
、
二
を
争
う

美
田
と
な
っ
た
。

西
之
前
遺
跡

　
西
之
前
遺
跡
は
大
正
時
代
か
ら
存

在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
遺
跡
の
範

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
平
成
三
年
二
月
一
日
、
出
土
し
た

土
器
な
ど
の
遺
物
は
町
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

諏
訪
神
社
と
大
杉

　
西
之
前
の
諏
訪
神
社
は
北
浦
田
に

あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
西
浦
田
村
の

勢
力
圏
は
北
浦
田
に
も
及
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
の
検
地

帳
に
よ
る
と
、
北
浦
田
村
は
西
浦
田

村
と
福
島
村
（
現
松
代
町
福
島
）
の

間
に
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
検
地
で
は

西
浦
田
村
よ
り
南
に
位
置
し
て
い
る
。

　
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
天
和
検
地

後
に
渋
海
川
の
大
氾
濫
が
あ
り
、
北

浦
田
村
は
村
ご
と
移
住
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
移
住
先
が
西
浦
田
村
の
一
部

で
あ
り
、
現
在
の
北
浦
田
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
諏
訪
神
社
は
応
永
二
（
二
二
九
五
）

年
創
立
と
伝
え
ら
れ
、
境
内
に
は
目

通
り
約
七
m
の
大
杉
が
あ
る
。

　
樹
齢
は
不
明
だ
が
樹
勢
は
良
く
、

境
内
一
面
に
根
を
張
っ
て
い
る
。

さ
れ
た
。

　
こ
の
地
区
の
圃
場
整
備
は
、
急
傾

斜
地
が
な
い
た
め
比
較
的
順
調
に
進

ん
だ
が
、
暴
れ
川
の
渋
海
川
が
運
ん

で
き
た
大
小
無
数
の
石
の
除
去
に
は

苦
労
し
た
。

囲
は
南
雲
昇
氏
の
宅
地
内
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
、
西
之
前
地
区
圃

場
整
備
事
業
の
工
事
中
に
縄
文
土
器

や
須
恵
器
等
の
破
片
が
出
土
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
は
工
事
の
延
期
を

願
い
、
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
を
行

っ
た
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
縄
文
時
代
後

期
・
晩
期
の
土
器
、
平
安
か
ら
室
町

　
　
　
は
　
し

時
代
の
土
師
器
・
須
恵
器
・
鉄
製
品

な
ど
が
出
土
し
、
遺
跡
が
広
範
囲
に

散
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
西
之
前
地
区
が
古
代
よ
り
開
け
た

理
由
は
、
地
形
的
条
件
と
立
地
的
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
地
形
的
条
件
と
は
、
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
場
所
、
す
な
わ
ち
、
日
当

り
が
良
く
、
水
が
あ
り
、
食
料
（
渋

海
川
の
魚
、
平
坦
部
の
稲
、
裏
山
の

山
菜
・
木
の
実
・
獣
な
ど
）
が
豊
富

に
取
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
立
地
的
条
件
と
は
、
二
つ
の
古
道

（
高
田
～
鼻
毛
峠
～
松
之
山
の
松
之

山
街
道
、
柏
崎
～
深
坂
峠
～
長
野
の

善
光
寺
街
道
）
が
西
之
前
で
交
差
し

鼻
毛
　
池

西
之
前
地
区

　
　
圃
場
整
備
事
業

　
昭
和
五
十
二
年
よ
り
五
十
六
年
ま

で
、
西
之
前
地
区
圃
場
整
備
事
業
が

行
わ
れ
、
渋
海
川
左
岸
平
坦
部
全
域

及
び
右
岸
の
一
部
約
二
十
㎞
が
整
備

　
西
之
前
と
大
島
村
牛
ケ
鼻
の
境
に
、

周
囲
約
一
㎞
、
水
深
二
～
三
m
の
鼻

毛
池
が
あ
る
。

　
池
に
は
浮
島
が
あ
り
、
水
面
は
鏡

の
よ
う
に
美
し
い
。

　
平
成
三
年
十
月
二
十
二
日
、
村
道

牛
ケ
鼻
浦
田
線
が
開
通
し
、
鼻
毛
池

を
中
心
と
し
た
観
光
開
発
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

「
年
金
資
金
」
「
簡
保
資
金
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
国
民
年
金
や
郵
便
局
　
　
▼
簡
保
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
事
業
　
　
　
三
、
〇
九
〇
万
円

の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
な
ど
の
積
　
　
▽
消
防
防
災
無
線
通
信
施
設
整
備
事
　
　
▽
ふ
る
さ
と
生
活
体
験
交
流
館
建
設

立
金
は
、
公
共
事
業
の
資
金
と
し
て
　
　
　
業
　
　
　
　
　
九
、
一
一
〇
万
円
　
　
　
事
業
　
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

融
資
さ
れ
、
住
み
良
い
町
づ
く
り
に
　
　
▽
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購

役
立
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
平
成
三
年
度
で
は
、
年
金
資
金
よ

り
四
、
六
一
〇
万
円
、
簡
保
資
金
よ
・

り
一
億
五
、
二
〇
〇
万
円
の
還
元
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
事
業
別
に

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
年
金
資
金

▽
上
蝦
池
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整

　
備
事
業
　
　
　
四
、
六
一
〇
万
円

上蝦池簡易水道の配水池

該、．蓋

．
も

∫｝・り　　「　　　　聾　・

麟魏薫織
ふるさと生活体験交流館
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桑

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　■　一　　　　　　　　　　　　　一　・　一　　　　　　　　　　　丁　　一　　　　　　　　　　　　『　一　　　　　　　　　㎝　　　　　　　　　　　ル　　　　　　　　ー　 7　　　　　　　『　　　　　　㎝　　　　　　　　一　一　　　　一　一　　 　　一　r ｝r；。7

諏訪神社と大杉

下層部に折れた枝が目立つが樹勢は

良く、境内一面に根を張っている。

西之前の諏訪神社は北浦田にあり、

江戸時代の西浦田村と北浦田村の関

係を物語っている。

北
越
北
線
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

　
北
越
急
行
株
式
会
社
及
び
北
越
急

行
開
業
準
備
会
で
は
、
北
越
北
線
の

統
一
イ
メ
ー
ジ
・
線
名
・
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
決
定
す
る
際
、
み
な
さ
ん

の
声
を
で
き
る
か
ぎ
り
反
映
し
た
も

の
に
し
た
い
と
考
え
、
北
越
北
線
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
配
布
さ
れ
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
切

手
を
貼
ら
ず
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
応
募
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
四
十
三
年
に
国
鉄
の
新
線
と

し
て
工
事
が
始
ま
り
、
国
鉄
の
改
革

に
よ
り
一
時
工
事
が
中
断
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
、
第
三
セ
ク
タ
ー

北
越
急
行
株
式
会
社
の
設
立
に
伴
い

工
事
が
再
開
さ
れ
、
平
成
八
年
三
月

の
完
成
を
め
ざ
し
、
現
在
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
越
北
線
の
ル
ー
ト
と
駅
は
図
の

と
お
り
で
す
。

で　「’Jへ、一Pハ騒舞 ／；11㌧・

＼　　・」　　　　’ゾ・、イ　　　　　　　　　　　　　　　纈

吋さノ松代町　　　　　　1　｛
！　松　l　y　　、）一　六欝
　　　　　ノt．牧．ヂー、＼　　　　　　　1≧　　一、．，

l　l　ゾ〉じく　棚傭
・／松之山町凶＼＼．＼、箇…
厭　〆無1’、中霊村＼ざf』．〆＼
1
＼
、
、

1．ーノ　　しっ 　し一ノ渇沢町

□翁Fヲ㌧＜〆＼警論袈
　　　　　　　　大城　　…ノ大島村ト／　町
　　　　　　　　　　　㌧、＿．ノノ／　！　　　　’
　　　訥廣顕城村雷ズ・〆一く　　　壌一1　電
　　　　ケ賛認諜壷蝋ムズ鵠、柵

rゴ纏，＼1㌦曾L　　　　　　　　　　　　　＼　　　，　　　・￥，・　．■　　　　　　・

‘0

μ



ー
o
o
ミ
ー

集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
西
部
、
渋
海
川
下
流
左
岸
に

位
置
す
る
。

　
江
戸
時
代
は
西
浦
田
村
と
称
し
て

い
た
が
、
北
浦
田
村
と
の
境
が
は
っ

き
り
せ
ず
、
西
之
前
の
諏
訪
神
社
は

な
ぜ
か
北
浦
田
集
落
内
に
鎮
座
し
て

い
る
。

　
字
西
之
前
・
寺
庭
に
は
、
当
町
で

は
珍
し
い
縄
文
後
期
・
晩
期
、
平
安

か
ら
室
町
時
代
の
遺
跡
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
代
よ
り
村
が

成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
集
落
南
部
の
町
道
脇
の
高
台
に
神

明
社
（
石
祠
）
が
あ
り
、
そ
の
石
祠

の
軸
部
に
は
元
禄
四
（
｝
六
九
一
）

年
八
月
十
八
日
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
二
年
よ
り
五
十
六
年
ま

で
、
西
之
前
地
区
圃
場
整
備
事
業
が

行
わ
れ
、
町
内
で
も
一
、
二
を
争
う

美
田
と
な
っ
た
。

西
之
前
遺
跡

　
西
之
前
遺
跡
は
大
正
時
代
か
ら
存

在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
遺
跡
の
範

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
平
成
三
年
二
月
一
日
、
出
土
し
た

土
器
な
ど
の
遺
物
は
町
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

諏
訪
神
社
と
大
杉

　
西
之
前
の
諏
訪
神
社
は
北
浦
田
に

あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
西
浦
田
村
の

勢
力
圏
は
北
浦
田
に
も
及
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
の
検
地

帳
に
よ
る
と
、
北
浦
田
村
は
西
浦
田

村
と
福
島
村
（
現
松
代
町
福
島
）
の

間
に
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
検
地
で
は

西
浦
田
村
よ
り
南
に
位
置
し
て
い
る
。

　
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
天
和
検
地

後
に
渋
海
川
の
大
氾
濫
が
あ
り
、
北

浦
田
村
は
村
ご
と
移
住
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
移
住
先
が
西
浦
田
村
の
一
部

で
あ
り
、
現
在
の
北
浦
田
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
諏
訪
神
社
は
応
永
二
（
二
二
九
五
）

年
創
立
と
伝
え
ら
れ
、
境
内
に
は
目

通
り
約
七
m
の
大
杉
が
あ
る
。

　
樹
齢
は
不
明
だ
が
樹
勢
は
良
く
、

境
内
一
面
に
根
を
張
っ
て
い
る
。

さ
れ
た
。

　
こ
の
地
区
の
圃
場
整
備
は
、
急
傾

斜
地
が
な
い
た
め
比
較
的
順
調
に
進

ん
だ
が
、
暴
れ
川
の
渋
海
川
が
運
ん

で
き
た
大
小
無
数
の
石
の
除
去
に
は

苦
労
し
た
。

囲
は
南
雲
昇
氏
の
宅
地
内
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
、
西
之
前
地
区
圃

場
整
備
事
業
の
工
事
中
に
縄
文
土
器

や
須
恵
器
等
の
破
片
が
出
土
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
は
工
事
の
延
期
を

願
い
、
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
を
行

っ
た
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
縄
文
時
代
後

期
・
晩
期
の
土
器
、
平
安
か
ら
室
町

　
　
　
は
　
し

時
代
の
土
師
器
・
須
恵
器
・
鉄
製
品

な
ど
が
出
土
し
、
遺
跡
が
広
範
囲
に

散
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
西
之
前
地
区
が
古
代
よ
り
開
け
た

理
由
は
、
地
形
的
条
件
と
立
地
的
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
地
形
的
条
件
と
は
、
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
場
所
、
す
な
わ
ち
、
日
当

り
が
良
く
、
水
が
あ
り
、
食
料
（
渋

海
川
の
魚
、
平
坦
部
の
稲
、
裏
山
の

山
菜
・
木
の
実
・
獣
な
ど
）
が
豊
富

に
取
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
立
地
的
条
件
と
は
、
二
つ
の
古
道

（
高
田
～
鼻
毛
峠
～
松
之
山
の
松
之

山
街
道
、
柏
崎
～
深
坂
峠
～
長
野
の

善
光
寺
街
道
）
が
西
之
前
で
交
差
し

鼻
毛
　
池

西
之
前
地
区

　
　
圃
場
整
備
事
業

　
昭
和
五
十
二
年
よ
り
五
十
六
年
ま

で
、
西
之
前
地
区
圃
場
整
備
事
業
が

行
わ
れ
、
渋
海
川
左
岸
平
坦
部
全
域

及
び
右
岸
の
一
部
約
二
十
㎞
が
整
備

　
西
之
前
と
大
島
村
牛
ケ
鼻
の
境
に
、

周
囲
約
一
㎞
、
水
深
二
～
三
m
の
鼻

毛
池
が
あ
る
。

　
池
に
は
浮
島
が
あ
り
、
水
面
は
鏡

の
よ
う
に
美
し
い
。

　
平
成
三
年
十
月
二
十
二
日
、
村
道

牛
ケ
鼻
浦
田
線
が
開
通
し
、
鼻
毛
池

を
中
心
と
し
た
観
光
開
発
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

「
年
金
資
金
」
「
簡
保
資
金
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
国
民
年
金
や
郵
便
局
　
　
▼
簡
保
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
事
業
　
　
　
三
、
〇
九
〇
万
円

の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
な
ど
の
積
　
　
▽
消
防
防
災
無
線
通
信
施
設
整
備
事
　
　
▽
ふ
る
さ
と
生
活
体
験
交
流
館
建
設

立
金
は
、
公
共
事
業
の
資
金
と
し
て
　
　
　
業
　
　
　
　
　
九
、
一
一
〇
万
円
　
　
　
事
業
　
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

融
資
さ
れ
、
住
み
良
い
町
づ
く
り
に
　
　
▽
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購

役
立
っ
て
い
ま
す
。
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一

　
平
成
三
年
度
で
は
、
年
金
資
金
よ

り
四
、
六
一
〇
万
円
、
簡
保
資
金
よ
・

り
一
億
五
、
二
〇
〇
万
円
の
還
元
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
事
業
別
に

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
年
金
資
金

▽
上
蝦
池
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整

　
備
事
業
　
　
　
四
、
六
一
〇
万
円

上蝦池簡易水道の配水池

該、．蓋

．
も

∫｝・り　　「　　　　聾　・

麟魏薫織
ふるさと生活体験交流館

哩
桑
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諏訪神社と大杉

下層部に折れた枝が目立つが樹勢は

良く、境内一面に根を張っている。

西之前の諏訪神社は北浦田にあり、

江戸時代の西浦田村と北浦田村の関

係を物語っている。

北
越
北
線
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

　
北
越
急
行
株
式
会
社
及
び
北
越
急

行
開
業
準
備
会
で
は
、
北
越
北
線
の

統
一
イ
メ
ー
ジ
・
線
名
・
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
決
定
す
る
際
、
み
な
さ
ん

の
声
を
で
き
る
か
ぎ
り
反
映
し
た
も

の
に
し
た
い
と
考
え
、
北
越
北
線
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
配
布
さ
れ
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
切

手
を
貼
ら
ず
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
応
募
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
四
十
三
年
に
国
鉄
の
新
線
と

し
て
工
事
が
始
ま
り
、
国
鉄
の
改
革

に
よ
り
一
時
工
事
が
中
断
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
、
第
三
セ
ク
タ
ー

北
越
急
行
株
式
会
社
の
設
立
に
伴
い

工
事
が
再
開
さ
れ
、
平
成
八
年
三
月

の
完
成
を
め
ざ
し
、
現
在
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
越
北
線
の
ル
ー
ト
と
駅
は
図
の

と
お
り
で
す
。
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ー
等
』
ー

　
二
月
十
五
日
午
後
自
然
休
養
村
セ

、ノ

タ
…
で
、
女
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ

「
い
き
い
き
会
」
の
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
き
い
き
会
で
は
、
よ
り
素
敵
な

女
性
の
生
き
方
を
求
め
る
た
め
、
今

年
一
月
町
内
一
五
〇
組
の
夫
妻
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

　
同
じ
質
問
を
夫
妻
別
々
に
答
え
て

も
以
、
い
、
男
女
の
意
識
の
差
異
を
見

つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
作
業
を
班
ご
と
に
行
い
、

次
回
の
研
修
会
で
発
表
す
る
集
計
結

果
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
代
表
的
な
質
問
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
女
性
の
職
業
と
家
庭
観
に
つ
い
て
、

一
番
理
想
的
だ
と
思
う
も
の
を
一
つ

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
職
業
は
持
た
ず
家
庭
で
夫
や
子
供

　
の
こ
と
に
専
今
心
す
る
。

②
結
婚
す
る
ま
で
は
職
業
に
つ
く
。

③
出
産
す
る
ま
で
は
職
業
に
つ
く
。

④
結
婚
し
た
ら
退
職
し
、
子
供
が
大

　
き
く
な
っ
た
ら
再
就
職
す
る
。

⑤
出
産
し
た
ら
退
職
し
、
子
供
が
大

　
き
く
な
っ
た
ら
再
就
職
す
る
。

⑥
結
婚
し
な
い
で
生
涯
を
通
じ
て
職

　
業
を
持
ち
続
け
る
。

⑦
結
婚
し
て
も
子
供
は
持
た
ず
、
生

　
涯
を
通
じ
て
職
業
を
持
ち
続
け
る
。

⑧
結
婚
も
出
産
も
す
る
が
、
生
涯
を

　
通
じ
て
職
業
も
持
ち
続
け
る
。

師

噸、
　　　　　、『
　　！

班ごとにアンケートの集計作業を行いました

都
会
の
友
達
を
作
ろ
う
！
松
之
山
冒
険
学
校

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
再
開

　
雪
国
の
生
活
文
化
と
そ
こ
に
住
む

人
々
の
知
恵
を
学
び
、
松
之
山
の
子

供
た
ち
と
友
達
に
な
り
た
い
と
、
東

京
冒
険
ク
ラ
プ
の
皆
さ
ん
が
春
休
み

に
来
町
し
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
東
京
冒
険
タ
ラ
プ
の

協
力
を
得
て
、
地
元
の
子
供
た
ち
も

．
冒
険
学
校
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
く
わ
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
募
集
人
数

　
小
中
学
生
二
十
名
、
先
着
順
。

▼
参
加
費
　
｝
人
五
、
O
O
O
円

▼
参
加
申
込
み
期
間

　
三
月
二
十
一
日
（
土
）
ま
で

▼
申
込
み
先

　
電
話
な
ど
で
公
民
館
へ
直
接
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
会
　
場
　
旧
黒
倉
分
校

▼
日
　
程

　
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま

　
で
の
三
泊
四
日
間
。

　
雪
上
キ
ャ
ン
プ
・
交
流
会
・
ウ
ド

　
ン
作
り
・
冒
険
教
室
な
ど
。

防
災
行
政
無
線
の
電
監
検
査
終
る

3
月
16
日
か
ら
試
験
放
送
・
4
月
1
日
か
ら
正
式
運
用

　
二
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
と
信

越
電
気
通
信
監
理
局
に
よ
る
、
防
災

行
政
無
線
の
新
設
検
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
検
査
は
無
線
室
に
あ
る
親
局
、
大

厳
寺
牧
場
に
設
置
さ
れ
た
中
継
局
、

町
内
十
か
所
の
屋
外
子
局
、
新
年
度

の
総
代
さ
ん
宅
に
設
置
さ
れ
た
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
各
家
庭
に
取
付
け
ら
れ

た
戸
別
受
信
機
全
体
に
及
び
ま
し
た
。

　
大
厳
寺
高
原
の
入
口
近
く
ま
で
車

で
行
き
、
中
継
局
の
あ
る
牧
場
内
は

雪
上
車
で
移
動
し
ま
し
た
。

　
屋
外
子
局
・
戸
別
受
信
機
は
各
地

区
ご
と
に
数
か
所
選
出
さ
れ
、
放
送

電
波
が
実
際
に
受
信
で
き
る
か
確
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
受
信
検
査
で
は
、

検査官から正式な免許状が久保田助役に

手渡されました。

想
像
以
上
に
鮮
明
な
画
像
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　
検
査
が
無
事
終
了
す
る
と
、
検
査

官
か
ら
正
式
な
免
許
状
が
交
付
さ
れ
、

四
月
一
日
よ
り
正
式
運
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
三
月
十
六
日
以
降
試
験
放

送
を
行
い
、
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
た

戸
別
受
信
機
の
受
信
状
況
を
確
認
す

る
予
定
で
す
。

　
放
送
時
間
は
午
後
七
時
五
十
五
分

か
ら
五
分
間
位
で
す
。

　
試
験
放
送
を
始
め
る
前
に
、
注
意

事
項
等
を
記
入
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
は
サ
イ
レ

ン
を
使
用
せ
ず
、
午
前
六
時
、
午
前

十
｝
時
三
十
分
、
午
後
五
時
の
三
回

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
（
時
報
）

を
流
す
予
定
で
す
。

　
時
報
は
屋
外
子
局
の
み
で
、
戸
別

受
信
機
か
ら
は
流
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
定
時
放
送
の
内
容
は
町
か

ら
の
お
知
ら
せ
、
農
協
や
各
公
共
機

関
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
中
心
に
な
り

ま
す
。

　
暖
冬
で
雪
お
ろ
し
の
回
数
も
例
年

よ
り
少
な
く
、
運
動
不
足
気
味
の
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
降
雪
の
関
係
で
休
ん
で
お
り
ま
し

た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
再
開
し
ま

す
の
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と
健
康
づ

く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
普
段
使
胴
し
な
い
筋
肉
も
動
か
し

ま
す
の
で
、
終
了
す
る
こ
ろ
に
は
全

身
が
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
　
　
　
を
数
え
て
そ
の
日

の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
足
踏
み
か

ら
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
ヘ
。

　
汗
が
流
れ
出
す
頃
に
は
速
い
動
き

と
な
り
、
最
後
は
ゆ
っ
く
り
し
た
動

き
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
調
を
整
え
ま

す
。▼

期
　
日
　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七

　
時
三
十
分
よ
り
約
一
時
間
位

▼
場
　
所

　
松
之
山
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師
　
高
橋
ト
モ
子
さ
ん

▼
参
加
費
　
一
人
一
、
O
O
O
円

農
業
青
年
と
の
懇
談
会

　
二
月
二
十
二
日
午
後
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
、
町
農
業
委
員
会
と
農

業
青
年
の
サ
ー
ク
ル
「
薪
（
わ
っ
つ

あ
ば
）
」
と
の
初
め
て
の
懇
談
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
わ
っ
つ
あ
ば
は
昭
和
五

十
九
年
に
設
立
さ
れ
、
月
二
回
の
学

習
会
や
共
同
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な

ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
農
業
を
取
巻
く
環
境
は

厳
し
く
、
な
か
で
も
後
継
者
問
題
は

農
業
そ
の
も
の
の
存
続
が
危
惧
さ
れ

る
ほ
ど
重
大
で
す
。

　
高
齢
化
が
著
し
い
松
之
山
町
で
は
、

農
家
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
労
力
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
基
盤
整
備
を
行
っ
た
り
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
予
定
し
た
り
と

町
で
も
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
懇
談
会
で
は
自
由
に
発
言
し
て
も

ら
い
、
少
し
で
も
後
継
者
の
育
成
に

役
立
ち
そ
う
な
意
見
が
あ
る
と
活
発

な
討
論
が
行
わ
れ
、
農
作
業
の
一
部

を
請
負
う
受
託
組
織
の
必
要
性
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
懇
談

会
を
こ
れ
か
ら
も
開
催
し
、
後
継
者

問
題
に
取
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

農業後継者問題を討議するサークル

「わっつあば」の皆さん
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ー
等
』
ー

　
二
月
十
五
日
午
後
自
然
休
養
村
セ

、ノ

タ
…
で
、
女
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ

「
い
き
い
き
会
」
の
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
き
い
き
会
で
は
、
よ
り
素
敵
な

女
性
の
生
き
方
を
求
め
る
た
め
、
今

年
一
月
町
内
一
五
〇
組
の
夫
妻
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

　
同
じ
質
問
を
夫
妻
別
々
に
答
え
て

も
以
、
い
、
男
女
の
意
識
の
差
異
を
見

つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
作
業
を
班
ご
と
に
行
い
、

次
回
の
研
修
会
で
発
表
す
る
集
計
結

果
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
代
表
的
な
質
問
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
女
性
の
職
業
と
家
庭
観
に
つ
い
て
、

一
番
理
想
的
だ
と
思
う
も
の
を
一
つ

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
職
業
は
持
た
ず
家
庭
で
夫
や
子
供

　
の
こ
と
に
専
今
心
す
る
。

②
結
婚
す
る
ま
で
は
職
業
に
つ
く
。

③
出
産
す
る
ま
で
は
職
業
に
つ
く
。

④
結
婚
し
た
ら
退
職
し
、
子
供
が
大

　
き
く
な
っ
た
ら
再
就
職
す
る
。

⑤
出
産
し
た
ら
退
職
し
、
子
供
が
大

　
き
く
な
っ
た
ら
再
就
職
す
る
。

⑥
結
婚
し
な
い
で
生
涯
を
通
じ
て
職

　
業
を
持
ち
続
け
る
。

⑦
結
婚
し
て
も
子
供
は
持
た
ず
、
生

　
涯
を
通
じ
て
職
業
を
持
ち
続
け
る
。

⑧
結
婚
も
出
産
も
す
る
が
、
生
涯
を

　
通
じ
て
職
業
も
持
ち
続
け
る
。

師

噸、
　　　　　、『
　　！

班ごとにアンケートの集計作業を行いました

都
会
の
友
達
を
作
ろ
う
！
松
之
山
冒
険
学
校

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
再
開

　
雪
国
の
生
活
文
化
と
そ
こ
に
住
む

人
々
の
知
恵
を
学
び
、
松
之
山
の
子

供
た
ち
と
友
達
に
な
り
た
い
と
、
東

京
冒
険
ク
ラ
プ
の
皆
さ
ん
が
春
休
み

に
来
町
し
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
東
京
冒
険
タ
ラ
プ
の

協
力
を
得
て
、
地
元
の
子
供
た
ち
も

．
冒
険
学
校
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
く
わ
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
募
集
人
数

　
小
中
学
生
二
十
名
、
先
着
順
。

▼
参
加
費
　
｝
人
五
、
O
O
O
円

▼
参
加
申
込
み
期
間

　
三
月
二
十
一
日
（
土
）
ま
で

▼
申
込
み
先

　
電
話
な
ど
で
公
民
館
へ
直
接
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
会
　
場
　
旧
黒
倉
分
校

▼
日
　
程

　
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま

　
で
の
三
泊
四
日
間
。

　
雪
上
キ
ャ
ン
プ
・
交
流
会
・
ウ
ド

　
ン
作
り
・
冒
険
教
室
な
ど
。

防
災
行
政
無
線
の
電
監
検
査
終
る

3
月
16
日
か
ら
試
験
放
送
・
4
月
1
日
か
ら
正
式
運
用

　
二
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
と
信

越
電
気
通
信
監
理
局
に
よ
る
、
防
災

行
政
無
線
の
新
設
検
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
検
査
は
無
線
室
に
あ
る
親
局
、
大

厳
寺
牧
場
に
設
置
さ
れ
た
中
継
局
、

町
内
十
か
所
の
屋
外
子
局
、
新
年
度

の
総
代
さ
ん
宅
に
設
置
さ
れ
た
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
各
家
庭
に
取
付
け
ら
れ

た
戸
別
受
信
機
全
体
に
及
び
ま
し
た
。

　
大
厳
寺
高
原
の
入
口
近
く
ま
で
車

で
行
き
、
中
継
局
の
あ
る
牧
場
内
は

雪
上
車
で
移
動
し
ま
し
た
。

　
屋
外
子
局
・
戸
別
受
信
機
は
各
地

区
ご
と
に
数
か
所
選
出
さ
れ
、
放
送

電
波
が
実
際
に
受
信
で
き
る
か
確
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
受
信
検
査
で
は
、

検査官から正式な免許状が久保田助役に

手渡されました。

想
像
以
上
に
鮮
明
な
画
像
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　
検
査
が
無
事
終
了
す
る
と
、
検
査

官
か
ら
正
式
な
免
許
状
が
交
付
さ
れ
、

四
月
一
日
よ
り
正
式
運
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
三
月
十
六
日
以
降
試
験
放

送
を
行
い
、
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
た

戸
別
受
信
機
の
受
信
状
況
を
確
認
す

る
予
定
で
す
。

　
放
送
時
間
は
午
後
七
時
五
十
五
分

か
ら
五
分
間
位
で
す
。

　
試
験
放
送
を
始
め
る
前
に
、
注
意

事
項
等
を
記
入
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
は
サ
イ
レ

ン
を
使
用
せ
ず
、
午
前
六
時
、
午
前

十
｝
時
三
十
分
、
午
後
五
時
の
三
回

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
（
時
報
）

を
流
す
予
定
で
す
。

　
時
報
は
屋
外
子
局
の
み
で
、
戸
別

受
信
機
か
ら
は
流
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
定
時
放
送
の
内
容
は
町
か

ら
の
お
知
ら
せ
、
農
協
や
各
公
共
機

関
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
中
心
に
な
り

ま
す
。

　
暖
冬
で
雪
お
ろ
し
の
回
数
も
例
年

よ
り
少
な
く
、
運
動
不
足
気
味
の
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
降
雪
の
関
係
で
休
ん
で
お
り
ま
し

た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
再
開
し
ま

す
の
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と
健
康
づ

く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
普
段
使
胴
し
な
い
筋
肉
も
動
か
し

ま
す
の
で
、
終
了
す
る
こ
ろ
に
は
全

身
が
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
　
　
　
を
数
え
て
そ
の
日

の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
足
踏
み
か

ら
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
ヘ
。

　
汗
が
流
れ
出
す
頃
に
は
速
い
動
き

と
な
り
、
最
後
は
ゆ
っ
く
り
し
た
動

き
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
調
を
整
え
ま

す
。▼

期
　
日
　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七

　
時
三
十
分
よ
り
約
一
時
間
位

▼
場
　
所

　
松
之
山
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師
　
高
橋
ト
モ
子
さ
ん

▼
参
加
費
　
一
人
一
、
O
O
O
円

農
業
青
年
と
の
懇
談
会

　
二
月
二
十
二
日
午
後
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
、
町
農
業
委
員
会
と
農

業
青
年
の
サ
ー
ク
ル
「
薪
（
わ
っ
つ

あ
ば
）
」
と
の
初
め
て
の
懇
談
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
わ
っ
つ
あ
ば
は
昭
和
五

十
九
年
に
設
立
さ
れ
、
月
二
回
の
学

習
会
や
共
同
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な

ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
農
業
を
取
巻
く
環
境
は

厳
し
く
、
な
か
で
も
後
継
者
問
題
は

農
業
そ
の
も
の
の
存
続
が
危
惧
さ
れ

る
ほ
ど
重
大
で
す
。

　
高
齢
化
が
著
し
い
松
之
山
町
で
は
、

農
家
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
労
力
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
基
盤
整
備
を
行
っ
た
り
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
予
定
し
た
り
と

町
で
も
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
懇
談
会
で
は
自
由
に
発
言
し
て
も

ら
い
、
少
し
で
も
後
継
者
の
育
成
に

役
立
ち
そ
う
な
意
見
が
あ
る
と
活
発

な
討
論
が
行
わ
れ
、
農
作
業
の
一
部

を
請
負
う
受
託
組
織
の
必
要
性
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
懇
談

会
を
こ
れ
か
ら
も
開
催
し
、
後
継
者

問
題
に
取
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
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「わっつあば」の皆さん

42‘3



ー
頃
曽
ト
ー

春
季
火
災
予
防
運
動
4
月
1
日
～
7
日

　
も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ
た
春
が
や

っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
つ
と

し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
』

　
雪
消
え
と
と
も
に
焚
火
や
野
焼
き

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
は
そ
の
場

所
か
ら
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
火
災
に
よ
る
死
傷
者
が
大

変
多
く
、
大
切
な
生
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
毎
日
が
、
火
の
元
警
報
発
令
中
」

を
合
言
葉
に
、
火
の
用
心
の
七
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

②
子
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

　
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
焚
火
や
野
焼
き

　
を
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

　
置
か
な
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
近
づ
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
曳

ρ
●
　
一
　
・
々

負
％
一
．
　
∩
転
》

劉

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
禁
止
地
域
で
は
十
万
円
以
下
の
罰
金

　
四
月
一
日
か
ら
は
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
使
用
禁
止
地
域
（
指
定
地
域
）

内
の
積
雪
ま
た
は
凍
結
状
態
に
な
い

舗
装
路
面
を
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
走

行
す
る
と
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
町
は
指
定
地
域
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
隣
の
市
町
村

の
中
に
は
指
定
地
域
に
指
定
さ
れ
た

所
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
十
日
町
市
・
上
越
市

な
ど
は
指
定
地
域
で
す
の
で
、
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ま
ま
走
行
す
る
と
罰

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
て
い

る
車
は
、
早
め
に
普
通
タ
イ
ヤ
に
取

替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
販
売

は
昨
年
四
月
か
ら
全
面
的
に
中
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

短
歌

（
卒
業
を
祝
う
）

　
　
　
　
　
　
　
も
お

我
が
力
弱
き
を
悔
い
つ
尚
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ち

　
　
　
　
巣
立
ち
行
く
子
等
幸
多
か
れ
と

　
　
　
　
　
　
う
さ
　
よ

つ
ら
き
事
多
き
は
社
会
の
習
い
な
り

　
　
　
　
憶
せ
ず
進
め
明
日
を
信
じ
て

ふ
た
お
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
か

両
親
の
今
日
の
喜
び
如
何
ば
か
り

　
　
　
　
あ
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
吾
子
が
成
長
目
の
当
り
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
　
　
よ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
マ
ゑ

眺
め
や
る
四
方
の
山
並
み
雪
襖

　
　
　
　
春
待
つ
こ
こ
ろ
日
々
に
募
れ
り

き
つ
つ
き
　
　
　
の
み

啄
木
鳥
の
竪
う
つ
音
の
か
ろ
や
か
に

　
　
　
　
日
差
せ
ば
壊
る
る
樹
氷
の
花
よ

立
春
と
言
へ
ど
越
後
は
春
遠
し

　
　
　
　
梅
や
さ
く
ら
に
雪
の
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

　
俳
句

　
　
　
や
　
と

白
き
夜
野
鬼
迷
い
出
る
月
明
り

　
　
　
　
ど
て
ら

若
杉
や
雪
の
継
砲
に
背
を
丸
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

山
里
の
春
を
こ
ば
む
や
な
ご
り
雪

陽
を
あ
び
て
蕾
は
じ
け
る
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付
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国民健康保険加入者の皆さんへ

　平成4年4月1日診療分から医療費の・一部

負担金は、医療機関の窓口でお支払いいただ

くことになりました。

　現在の役場での一部負担金の徴収制度は、

平成4年3月診療分で廃止いたします。
　くわしくは、役場の国民健康保険係までお

問い合わせください。

労働保険の申告・納付はお早めに
　平成4年度の労働保険料（労災保険・雇用保険）の申告・納付は、

5月15日までです。

　期限内に正しく申告・納付されるようお願いします。

　なお、労働保険事務組合に事務を委託されている事業主の方は、

事務組合が指定する日までに手続きをしてください。

　くわしいことは、ハローワーク安塚分室（費2－2039）、または高

田労働基準監督署（奮0255－24－2111）までお問い合わせください。

　　　　東北電力からのお願い
　皆さまの生活になくてはならない電気も、カラスやヘビなどが電

線に触れて停電することがあります。

　カラスやヘビが電柱や電線にぶらさがっていたり、電柱の下に落

ちているのを見つけた時は、東北電力まで連絡くださいますようお

願いいたします。

　東北電力㈱十日町営業所　費0257－52－3107
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イロハニホヘトチリヌル
　黒先白死（5手まで）

2
月
号
の
答
え

　詰碁の解答を募集してい

ます。　3月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

正解者

　村山　　伸（湯　本

　久保田光栄（天水島

　南雲　晴夫（西之前

　
碁
に
は
、
感
覚
で
打
つ
場
合
と
、
ヨ
マ
な
け
れ
ば
打
て
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
部
分
的
な
と
こ
ろ
は
ヨ
ミ
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
白
陣
に
は
6
か
所
の
空
間
が
あ
り
ま
す
が
、
攻
め
る
側
の

黒
と
し
て
は
そ
こ
を
す
べ
て
ヨ
メ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

　
正
解
は
黒
1
で
、
こ
れ
は
ツ
ケ
と
い
う
相
手
の
急
所
を
つ
く
手

筋
の
一
つ
で
す
。

　
白
2
に
は
黒
3
で
、
こ
の
あ
と
白
は
打
つ
手
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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春
季
火
災
予
防
運
動
4
月
1
日
～
7
日

　
も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ
た
春
が
や

っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
つ
と

し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
』

　
雪
消
え
と
と
も
に
焚
火
や
野
焼
き

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
は
そ
の
場

所
か
ら
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
火
災
に
よ
る
死
傷
者
が
大

変
多
く
、
大
切
な
生
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
毎
日
が
、
火
の
元
警
報
発
令
中
」

を
合
言
葉
に
、
火
の
用
心
の
七
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

②
子
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

　
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
焚
火
や
野
焼
き

　
を
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

　
置
か
な
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
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は
、
燃
え
や
す
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も

　
の
を
近
づ
け
な
い
。
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．
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劉
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パ
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ク
タ
イ
ヤ
使
用
禁
止
地
域
で
は
十
万
円
以
下
の
罰
金

　
四
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一
日
か
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は
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
使
用
禁
止
地
域
（
指
定
地
域
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内
の
積
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ま
た
は
凍
結
状
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に
な
い
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路
面
を
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
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走

行
す
る
と
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十
万
円
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下
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罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
松
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山
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は
指
定
地
域
か
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除
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市
町
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中
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指
定
地
域
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れ
た
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ど
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。
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と
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域
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タ
イ
ヤ
の
ま
ま
走
行
す
る
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さ
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。
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パ
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ク
タ
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く
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さ
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。

　
な
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パ
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れ
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す
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㌦　　、

、
し、

　　わ
　　㌘
　　《
　　、、
　　る
　　ノ

　　　し

　　　」

　　又
、院鎚蛤、

躍、賊藏

す・翼

、咳ノ

わらっているオニ　　　りす組

さとうしょうへいくん
　（天水越　水之屋）

おめでた（出生）
　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）
拓人ちゃん　佐藤強さんの長男

　　　　　　　（天水越）半木　4・2・1
章弘ちゃん　妻嶋竹正さんの長男

　　　　　　　（田麦立）向　　4・2・15

　　　　りす組

たかはしよしなおくん

おこっているところ（天水島　山本）

お《やみ（蹴）　　（死亡年月日）

久保田秀五郎さん　83歳

　　　　　　（藤　原）田丸屋　4・2・1
高橋キミさん　77歳

　　　　　　（黒　倉）林　　　4・2・6
小野塚フジさん　86歳

　　　　　　（上蝦池）吉兵工　4・2・11
小野塚ソメさん　90歳

　　　　　　（藤内名）重屋　　4・2・19
本山栄三郎ざん　84歳

　　　　　　（曽　根）藤善　　4・2・22
村山トメさん　87歳

　　　　　　（松之山）屋敷　　4・2・29

※2月1日から29日までの届出分です。

▼
2
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
松
之
山
ス
キ
i
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
日
ま
で
）

86日日
27　23　20　18　17

日日日日日
水
田
農
業
確
立
対
策
会
議

湯
山
ト
ン
ネ
ル
竣
工
式

浦
田
豪
雪
塾
（
9
日
ま
で
）

確
定
申
告
開
始

選
挙
管
理
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会

各
地
区
ス
キ
ー
大
会

農
業
委
員
会
総
会

安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

水
田
農
業
確
立
対
策
推
進
会

議
及
び
総
代
会

▼
3
月
の
予
定

8
日

22　17　14　9
日　日　日　日

272625
日　日　日

技
道
場
作
品
展
示
会

（
セ
ン
タ
ー
・
1
3
日
ま
で
）

3
月
定
例
議
会
（
1
2
日
ま
で
）

松
之
山
中
学
校
卒
業
式

県
立
高
校
入
学
試
験
日

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
・
カ
ザ

マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

（
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
）

各
小
学
校
卒
業
式

農
業
委
員
会
総
会

臨
時
議
△
五

編
集
後
記

　
二
月
中
旬
か
ら
カ
ゼ
が
大
流
行
し
、

町
内
の
学
校
で
も
全
校
閉
鎖
や
学
級

閉
鎖
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
い
か
が
で
し

た
か
。

　
さ
て
、
三
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
期
待
を
胸
に
、
新
し

い
学
校
や
社
会
に
旅
立
っ
て
い
き
ま

す
。　

今
春
は
、
松
高
の
卒
業
生
が
五
名

も
町
内
に
残
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
何
年
も

た
ち
ま
す
が
、
松
之
山
に
も
よ
う
や

く
地
元
志
向
の
波
が
来
た
よ
う
で
す
。

　
ま
だ
寒
い
日
も
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
健
康
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

三
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
三
六
（
▲
一
一
）

　
　
男
／
一
、
八
二
七
（
▲
　
四
）

　
　
女
／
一
、
九
〇
九
（
▲
　
七
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
七
（
▲
　
二
）

（
）
内
は
二
月
｝
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
三
月
号

平
成
四
年
三
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
〇
二
．
五
．
五
九
－
六
ー
三
＝
｝
二

編
集
／
総
務
課
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送られました（浦田保育所）


